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このような日本独特の山岳民衆信仰に基づく登山の様式は現在でも命脈を保っており、特に夏季を中心として訪れる多くの

登山客とともに、富士登山の特徴をなしています。また、『一遍
いっぺん

聖絵
ひじりえ

』をはじめ、葛飾北斎による『富嶽三十六景』などの多くの

絵画作品に描かれたほか、『万葉集』や『古今和歌集』などにも富士山を詠
う た

った多くの和歌が残されています。このように、富

士山は一国の文化の基層を成す「名山」として世界的に著名であり、日本の最高峰を誇る秀麗な成層火山であるのみなら

ず、信仰の対象と芸術の源泉として、また、文学の諸活動に関連する文化的景観として世界的な意義を持つことから、顕著な

普遍的価値を持つと評価されました。 

 

 ２０１３年に富士山は「信仰の対象と芸術の源泉」として世界文化遺産に登録されており、２０２３年は登録１０周年を迎えま

す。 

構成資産には以下のものが含まれています。 

富士山域（山頂の信仰遺跡群、大宮・村山口登山道、須山口登山道、須走口登山道、吉田口登山道、北口本宮冨士浅間神

社、西湖、精進湖、本栖湖）、富士山本宮浅間大社、山宮浅間神社、村山浅間神社、須山浅間神社、冨士浅間神社(須走浅

間神社)、河口浅間神社、冨士御室浅間神社、御師住宅(旧外川
とがわ

家住宅)、御師住宅(小佐野家住宅)、山中湖、河口湖、忍野

八海(出口池)、忍野八海(お釜池)、忍野八海(底抜池)、忍野八海(銚子池)、忍野八海(湧池)、忍野八海(濁池)、忍野八海(鏡

池)、忍野八海(菖蒲池)、船津胎内樹型、吉田胎内樹型、人穴富士講遺跡、白糸ノ滝、三保松原 

世界文化遺産富士山と構成資産 

 

 

 

 

 

須山浅間神社 

まだ富士山の火山活動が活発だった頃、人々は噴火する山の事を浅間
あさま

の山と呼んでいて、そのアサマ山の神が怒っ

ているから噴火するのだと信じられていました。 

その中でも富士山は３０００ｍを超す山で遠くからでも見えるため、その噴火は特に恐れられ、浅間の山の神の怒りを

鎮
しず

めるために、富士山の見える場所にお社
やしろ

を建て、浅間の大神
おおかみ

を御
ご

神体
しんたい

として、その怒りが鎮まるように仰
あお

ぎ 奉
たてまつ

っ

たのが、浅間神社の始まりと言われています。全国には１３００社ほどの浅間神社があり、そのうち静岡県には現在１０

６社の浅間神社が確認されています。 

富士山世界文化遺産の２５の構成資産の中には、浅間神社が８社含まれていて、その中の一つが須山浅間神社で

す。須山浅間神社は、慶長
けいちょう

３年（１５９８年）の社殿旧記（神社の古い言い伝え）によりますと、景行
けいぎょう

天皇（西暦１１０年）

の時代に、皇子
みこ

日本
やまと

武尊
たける

が蝦夷
えぞ

征伐
せいばつ

の時にこの地を訪れ、富士山を拝
おが

んで浅間神社を創
そう

起
き

したと伝えられています。 

そして、欽明
きんめい

天皇
てんのう

在位１３年（５５２年）の時代に曽我
そがの

稲目
いなめ

という人が再興したとされています。 

いずれにしましても、古くから山岳信仰として、富士山を御
ご

神体
しんたい

と仰ぎ、当時の度重なる噴火とも関連して、山麓に浅間

神社を祀り
まつ

、岳神
がくしん

、つまり浅間の大神
おおかみ

を 慰
なぐさ

め祀
まつ

ったのが始まりと言われています。 

また、須山浅間神社はこうした経緯から、富士山に登る登山道の起点としても発展してきました。 

  

いのめ 
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富士山は、標高 3,776ｍの極めて秀麗な山容を持つ

円錐成層火山で、南面の裾野は駿河湾の海浜にまで及

び、山体の海面からの実質的な高さは世界的にも有数

です。古くから噴火を繰り返したことから、霊山として多く

の人々に畏敬
い け い

され、日本を代表し象徴する「名山」として

親しまれてきました。山を遙拝
すうはい

する山麓に社殿が建てら

れ、後に富士山本
ほん

宮
ぐう

浅間大社や北口本宮浅間神社が

成立しました。平安時代から中世にかけては修験
しゅげん

の道

場として繁栄したが、近世には江戸とその近郊に富士講

が組織され、多くの民衆が富士禅定
ぜんじょう

を目的として大規

模な登拝
とうはい

活動を展開しました。 



 

富士山須山口登山道の歴史 

富士山の須山口登山道は、文明１８年（１４８６年）に書かれた旅行記「廻国
かいこく

雑記
ざっき

」の中に記録されています。この廻国雑

記は、京都聖護院
しょうごいん

の道
どう

興法
こうほう

親王
しんのう

という御坊様が、１４８６年に京都から新潟（越後）、長野（信濃）を回り江戸に出る旅をし、

その旅の間の色々な経験をたくさんの歌に詠んだ旅行記で、江戸から箱根を越えて三島から須山に立ち寄り、須山口から

富士山を眺めたと書かれています。その時に道興が感激して詠んだ歌が、後に須山浅間神社の入口に建てられている石

碑に彫られています。その歌は、 

 

「よそにみし 富士の白雪けう分けぬ  

心の道を神にまかせて」 

この一合目の役場では、近年話題になりました入山料を頂いていました。当時は入山料ではなく山役銭
やまやくせん

と呼ばれていま

した。平成２５年に御師をやっていた須山の渡辺家の収蔵品から、この山役銭の領収書ともいうべき山
やま

切手
きって

が発見されま

した。この山切手を見ますと、一例ですが登山者９人、うち一人先達
せんだつ

と読めるものがあります、これは９人のグループで、そ

の中に一人、先達と言われるベテランのガイド役がついている、ということになります。また発行元が南口役所となっていま

す 

 

御
ご

縁
えん

年
ねん

の年
とし

 

 

富士山が誕生したのが 庚申
かのえのさる

の年と言われていまして、６０年

ごとにめぐってくる庚申の年の事です。今でも暦の上で生まれた

年の干支が、一回りして戻ってくる６０歳の誕生日を還暦と呼んで

お祝いしたりしますね。 

このような事から、当時の富士講を中心とした人々は、この年に

富士山に登ると、御利益が何十倍にもなると信じていました。です

から、この御縁年の年には、富士山に登る人が大変多かったよう

です。またこの寛政１２年、１８００年の年は、１７８０年に須山口が

復活してから初めての御縁年の年にあたる事から、須山の御師を

中心とする関係者が、登山者を集めるために、様々な行事を行っ

た記録が残されており、この年には５３９８人の登山者があったと

記録されています。 

また、各街道筋には須山口登山道を案内する、この右上写真

のように大きな立て看板も立てられていました。 

時代は明治に代わり、再び須山口登山道は世の中から忘れら

れてしまう運命に襲われます。それは右の絵のように、明治１６年

（１８８３年）に須山口の２合８勺のところに、御殿場からの登山道

が開発されたことから始まります。その後、明治２２年に東海道線

が開通し御殿場駅が出来ます。このことによって、登山者の大半

が交通の便利な御殿場から登る様になります。さらに明治４５年

には、右の絵の須山口登山道の一部が、当時の陸軍の演習地と

して接収
せっしゅう

され、須山口登山道は通行できなくなりました。こうした

出来事から、須山口登山道は再び世の中から忘れられてしまう、

まぼろしの登山道となってしまいました。 

平成８年、須山の有志の方々が登山道を復活させようと、須山口登山道保存会を結成し、平成９年に、現在の東富士

演習場を通らないもっとも古いルートで登山道を復活させ、須山口登山歩道と名づけました。 

このような歴史が認められ、平成２５年の富士山世界文化遺産の登録では、須山御
お

胎内
たいない

から幕岩
まくいわ

までと、御殿場から

の登山道がつながっている２合８勺から頂上までが、須山口登山道として、須山浅間神社の社叢
しゃそう

や境内とともに、富士山

世界文化遺産の構成資産に登録されました。 

※年号 西暦 

という歌です。この廻国雑記により、１４８６年室町時代には、すでに

須山口という登山道があった事が分かります。その当時の須山口登

山道は下図のとおり頂上の銀名水
ぎんめいすい

のところに到達していました。 

銀名水とは、当時頂上には水が湧き出ているところが二か所あり

まして、その山梨県側の湧水を金名水
きんめいすい

、静岡県側の湧水を銀名水

と呼んでいました。残念ながら現在は水が湧き出る事はなく、名前だ

けが残っています。 

その当時の登山道は、大宮口（今の富士宮口）と、須山口、そして

吉田口の３本です。現在でも頂上に到達している登山道はこの３本

しかなく、他の登山道は８合目や７合目、あるいは５合目などのどこ

かで、この３本の登山道に合流しています。 

この須山口登山道は他の登山道とともに、富士山を信仰する「富

士講」の人々に利用されて、江戸時代大変にぎわったと記録が残っ

ています。また富士講の登山者のお世話をする、御師
おし

と言われる家

も須山には１２軒あったと記録が残っています。 

しかし、この須山口登山道を大きな悲劇が襲います。宝永４年（１

７０７年）に大きな噴火が、ちょうどこの須山口登山道の途中に発生

します。この噴火は旧暦の１１月２３日、午前１０時頃おこりました。こ

の噴火によって、須山口登山道が吹き飛んでしまいました。 

それから約７０年間、須山口登山道は世の中から忘れられてしま

います。しかし１７８０年、地元の人々の熱い思この復活したルート

は、江戸時代につくられた畧
りゃく

繪図
えず

からも確認できます。またこの図

には、御師の家に囲まれた浅間神社と、浅間神社からの登山道が

描かれています。畧繪図には、一合目役場と書かれた場所がありま

すが、ここが現在の一合目須山御
お

胎内
たいない

の場所です。この当時の須

山口登山道は南口登山道とも呼ばれていました。 

 

 


